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初夏の候、皆様方におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

この度、恒例の宿泊研修（地学）として、富士山における巡検を企画いたしました。 

日本の三大霊峰の一つ富士は、2013年に世界ユネスコ文化遺産に登録され、古くから日本人

の信仰の対象となってきました。一方、平安時代の貞観噴火、江戸時代の宝永噴火と大規模な噴

火を繰り返す活火山でもあり、首都圏の西側にあるという地理的特徴からも、今後の噴火に伴う

甚大な被害が懸念されています。特に新富士火山は比較的新しい火山体であることから、今も溶

岩が作り出した生々しい溶岩地形を観察することができます。 

本巡検では、日本の「地学」にプレートテクトニクスが受け入れられていく激動の時代を第一

線の火山研究者として活躍された、高橋 正樹 上席研究員（日本大学）を講師としてお招きし、

巡検を実施します。 

高橋先生は、火山学者としてプレートテクトニクスの視点から、マグマの形成・供給の仕組み

や、そのマグマが作り出す地形・岩石の研究をされてきました。共に現地を歩き、観察眼を養

い、授業での話題作りや生徒たちを連れて富士を歩くきっかけとしていただければ幸いです。 

本研修会は多くの先生方が参加しやすいよう、夏休みが始まった 8月 9日・10日の 1泊 2日

巡検（アルカディア市ヶ谷出発、新宿帰着）といたしました。地学の先生方はもちろん、中学理

科をはじめ、地理・歴史など、他科目の先生方のご参加もお待ちしております。 

記 

 

１．日 時  令和６年８月９日（金）～１０日（土） 1泊 2日 

集合時間 ８月９日（金） ８：２０ 

集合場所 アルカディア市ヶ谷（私学会館）前 靖国通り側 

※今回の宿泊研修は集合場所から貸切バスで移動します。 

※詳細な集合場所と解散場所は、申し込み後、後日「実施要項」にて 

ご案内いたします。 

 

 



２．研修行程概要（予定） ※雨天時など諸般の事情で変更もありますことをご了承ください。 
 

【 1日目 】8月 9日（金）  

  アルカディア市ヶ谷（8:20）集合 → 御殿場 IC → 水が塚公園 → 富士宮口五合目（昼食）

→ 宝永火口コース周遊 → 白かば荘（泊） 

※夕食後、セミナー/情報交換会（懇親会（自由参加）） 

 

【 2日目 】8月 10日（土）  

白かば荘（9:00）出発 → 精進湖入口 → 西湖こうもり穴 → 道の駅なるさわ（昼食） 

→ 鳴沢スパイラクル露頭 → 船津胎内神社 → 河口湖 IC 

→ 新宿西口バスターミナル（17：30予定）解散 

 

                           ※現地での移動は貸切バス及び徒歩を予定  

３．参 加 費 用  

１３，０００円（税込み） 

  （参加費には宿泊費、昼食費、保険料、諸雑費などを含みます。その他の経費は当協会会員各校の拠出金と

東京都私学財団からの補助金で運営されております） 

  ※申込時にご入力いただいたメールアドレス宛に「参加費のお支払い」および「実施要項」

等について、必要事項を記載したメールを entry@tokyoshigaku.comより 7月初旬にお送

りいたします。 

 

４．募 集 人 員  １５名（定員になり次第締め切ります） 

 

５．服装・持参品   

服 装：フィールドワークに適した服装・靴（登山を含む予定です） 

持参品：リュック、帽子、軍手、野帳、雨具、常備薬、保険証、 

試料採取に必要な道具（例：ビニール袋・サンプル袋、ハンマーなど）等 

カメラや観察道具など適宜 

 

６．講 師 ・ 案 内 人  

日本大学 文理学部 自然科学研究所 上席研究員 高橋
たかはし

 正樹
ま さ き

 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご経歴・プロフィール＞ 

東京大学 理学部 地質鉱物学科卒 

東京大学 理系大学院 博士課程修了 

 

東京港区芝生まれの江戸っ子。芝神明様で産湯につかり、芝公園を駆け回る幼

少時を過ごす。大学入学後、博物学と自然哲学に惹かれて地質学の道を志す。 

学部・大学院時代は、中部九州の祖母・傾・大崩山塊で、毎日千メートル余り

の高度差を登り降りし、中期中新世の大崩山火山深成複合岩体の研究に打ち込

む。博士課程修了後は茨城大学理学部地球科学科および地球生命環境科学科・

教授、日本大学文理学部地球システム科学科教授を経て、現職。 



７．宿 泊 先  （２～４名 １室利用） 

 根場民宿自然村 白かば荘 

〒401-0333山梨県南都留郡富士河口湖町西湖西 14-10 

https://nenba.com/guesthouse_shirakabasou.html 

 

８．申 込 方 法  ７月１日（月）までに東京私学教育研究所 HPよりお申込みください。 

URL  https:// k.tokyoshigaku.com 

          ※申込者が少なく最低催行人数に満たない場合に、催行を中止する場合があ

ります。その場合は、7月初旬に申込時にご入力いただいたメールアドレス

宛にご連絡いたします。その際のキャンセル料のご負担はございません。 

 

９．委員名（支部・学校名）   

委員長 武藤 道郎（③芝） 

委 員 長谷川宏一（⑧駒澤大学）  青鹿 吉洋（⑧恵泉女学園） 

    荻野 健太（⑧東京農業大学第一） 

  

東京私学教育研究所 理数系教科研究会（理科・地学） 

担当：板澤・岡沢 

                    TEL 03（3263）0544 

 

 

 

 

 

 

台風、豪雨や地震などの大規模な自然災害に伴い、主要な交通機関が運休し、現地への移動が困難となり

研修中止を余儀なくされる場合でも、参加者の皆様にも宿泊施設等の利用規約（宿泊約款）に基づくキャ

ンセル料の全額あるいは一部をご負担いただくことをご了承くださいますようお願い申し上げます。 


